
 

 

                   

敦
賀
市
は
古
く
か
ら
大
陸
と
の

交
易
港
や
北
前
船
の
寄
港
地
と
し

て
栄
え
䣍
フ
䣷
リ
䤀
定
期
航
路
や

コ
ン
テ
ナ
船
航
路
が
開
設
さ
れ
て

い
る
敦
賀
港
を
は
じ
め
䣍
京
阪
神

及
び
中
京
方
面
の
大
都
市
地
域
や

丹
後
・
山
陰
地
域
と
北
陸
地
域
を

結
ぶ
鉄
道
網
䣍
北
陸
自
動
車
道
や

舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
と
い
䣬
た
広 

                  

域
道
路
網
が
整
備
さ
れ
る
な
ど
日

本
海
側
の
交
通
の
要
衝
と
し
て
発

展
し
て
き
た
䣎
日
本
海
の
中
心
に

位
置
す
る
恵
ま
れ
た
立
地
条
件
を

も
䣬
て
䣍
こ
れ
以
上
な
い
交
通
の

要
衝
で
あ
る
䣎 

令
和
５
年
春
䣍
い
よ
い
よ
北
陸

新
幹
線
金
沢―

敦
賀
間
が
開
業
す

る
䣎
そ
の
終
着
地
点
と
な
る
交
通 

      の
要
衝
䣍
敦
賀
市
䣎
嶺
南
最
大
の

都
市
の
山
側
に
䣍
新
幹
線
の
高
架

橋
が
連
な
䣬
て
立
ち
上
が
䣬
て
き

た
䣎
敦
賀
駅
舎
は
長
さ
約
３
０
０

䥞
䣍
高
さ
約
35
䥞
䣍
県
内
最
大
規

模
と
な
る
䣎
全
国
的
に
珍
し
い
３

層
構
造
の
上
下
乗
り
換
え
施
設
と

な
り
䣍
新
幹
線
駅
舎
と
在
来
線
駅

舎
が
連
絡
通
路
で
結
ば
れ
る
䣎 

 

こ
れ
だ
け
条
件
が
揃
え
ば
県
都

福
井
市
に
次
ぐ
経
済
状
況
か
と
思

い
き
や
䣍
製
造
品
出
荷
額
䣍
商
品

販
売
額
も
２
位
の
座
は
得
ら
れ
ず
䣍

従
業
員
数
は
あ
わ
ら
市
に
も
劣
る

６
位
䣎
人
口
６
万
４
０
４
４
人(

令

和
２
年
４
月
末
現
在)

は
鯖
江
市

に
も
抜
か
れ
５
番
目
で
は
䣍
合
併

し
な
か
䣬
た
か
ら
は
言
い
訳
に
な

ら
ず
嶺
南
２
市
４
町
の
リ
䤀
ダ
䤀

と
は
言
い
難
い
䣎
北
陸
新
幹
線
開

業
を
見
据
え
嶺
南
の
市
町
は
観
光

け
け 

           

客
を
呼
び
込
も
う
と
躍
起
に
な
䣬

て
い
る
が
䣍
最
終
地
点
の
敦
賀
市

が
こ
の
体
た
ら
く
で
は
先
が
思
い 

３
年
を
切
⌣
た
北
陸
新
幹
線
開
業
⌏
そ
の
終
着
地
点
と
な
る
敦
賀
市
！ 

北
陸
新
幹
線
金
沢—

敦
賀
間
の
開
業
ま
で
３
年
を
切
⌣
た
⌐
今

回
⌏
新
幹
線
の
終
着
地
点
と
な
る
敦
賀
市
に
焦
点
を
当
て
る
⌐ 

日
本
海
の
中
心
に
位
置
し
⌏
古
く
か
ら
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄

え
て
き
た
敦
賀
市
⌐
先
人
た
ち
の
努
力
と
恵
ま
れ
た
立
地
条
件
⌏

潤
沢
な
原
発
マ
ネ
⌴
を
も
⌣
て
福
井
県
第
２
位
の
都
市
と
し
て

揺
る
ぎ
な
い
繁
栄
を
見
せ
る
と
思
い
き
や
⌏
現
状
は
住
み
た
い
⌏

訪
れ
た
い
ま
ち
に
程
遠
い
⌐
そ
の
要
因
を
探
る
⌐ 

宝
⎡
持
⎔
腐
⎿
！ 

渕
上
市
政 

新
庁
舎
叐
厒
本
年
度
末
双
完
成
厒
令

和
咈
年
度
双
叐
新
庁
舎
又
業
務
可

行
厦
友
厮
只
厒
現
庁
舎
叏
解
体
叉

外
構
工
事
可
行
厦
厒
令
和
咉
年
度
双

吇
呀
呉
吠
吁
呎
吮
呉
可
予
定
厓 

新
庁
舎
建
設
工
事 

咁令
和
咇
年
和
月
咂 

５ページ中１ページ表示 


